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漢
籍
『
物
理
小
識
」
が
「
解
体
新
書
」
、
『
重
訂
解
体
新
書
』
の

翻
訳
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
は
日
中
と
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
『
重
訂
解
体
新
書
」
所
引
す
る
中
国
書
籍
の
研
究
の
第
二
報

と
し
て
、
「
物
理
小
識
』
と
そ
の
著
者
方
以
智
に
つ
い
て
考
察
し
た
、

そ
の
結
果
を
報
告
す
る
。

’
一
、
方
以
智
と
『
物
理
小
識
」

方
以
智
二
六
二
～
七
二
、
字
は
密
之
、
号
は
曼
公
。
彼
は
中

国
明
代
の
哲
学
者
で
名
高
く
、
学
術
界
に
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

「
物
理
小
識
』
は
方
以
智
が
百
科
全
書
の
雛
型
と
し
て
著
し
、
彼

が
逝
去
し
た
後
、
息
子
の
中
通
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
著
作
で
あ

り
、
計
十
二
巻
か
ら
な
る
。
書
中
に
動
物
、
植
物
、
鉱
産
物
、
物

理
、
化
学
、
医
薬
な
ど
の
知
識
を
記
録
（
紹
介
）
し
た
。
巻
二
の
「
人

身
類
」
は
人
体
の
解
剖
生
理
、
臓
象
経
絡
を
述
べ
た
時
、
西
洋
医

「
重
訂
解
体
新
書
』
所
引
の
「
物
理
小
識
」

に
つ
い
て

陶
恵
寧

学
の
知
識
を
引
用
し
て
い
る
。

方
以
智
は
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
影
響
で
西
洋
の
宗
教
書
籍
を

読
ん
だ
た
め
、
西
洋
医
学
の
解
剖
学
、
神
経
学
、
生
理
学
の
知
識

に
触
れ
た
。
中
国
初
期
中
西
彙
通
派
の
代
表
者
の
一
人
と
言
わ
れ

て
い
る
。
彼
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
ド
イ
ツ
人
宣
教
師
湯

若
望
の
『
主
制
群
徴
』
で
あ
る
。

二
、
「
重
訂
解
体
新
書
』
所
引
の
「
物
理
小
識
」

大
槻
玄
沢
が
『
重
訂
解
体
新
書
」
を
翻
訳
す
る
と
き
、
『
物
理
小

識
』
を
引
用
し
た
が
、
そ
の
殆
ど
は
『
主
制
群
徴
」
の
西
洋
医
学

の
知
識
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
大
槻
玄
沢
の
脳
と
神
経
の
解
剖
生
理
機
能
に
関
す
る

引
用
と
論
述
の
例
を
挙
げ
て
説
明
し
よ
う
。

①
引
用
西
洋
医
学
の
知
識
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。
例
え

ば
、
「
第
脳
距
身
遠
不
及
引
筋
以
達
百
肢
復
得
頸
臂
髄
連
脳
為
一

因
偏
及
焉
」
（
脳
に
司
ら
れ
た
身
体
の
感
覚
機
能
、
運
動
機
能
）
、
「
導

気
子
五
官
（
按
嗅
神
経
聴
神
経
釜
神
経
舌
神
経
等
也
）
。
或
令
之
動
。

或
令
之
覚
」
（
神
経
が
五
官
を
支
配
し
、
そ
の
運
動
と
感
覚
を
司
る
）
、

「
筋
之
体
（
按
筋
者
神
経
也
）
瓢
其
裏
。
皮
其
表
」
（
神
経
の
解
剖
構
造
）

②
注
釈
大
槻
玄
沢
が
分
か
り
に
く
い
内
容
を
理
解
し
や
す
く
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す
る
た
め
に
、
簡
潔
な
言
葉
で
説
明
し
た
。
例
え
ば
、
方
以
智
の

「
脳
散
動
覚
之
気
厭
用
在
筋
」
（
脳
の
運
動
機
能
が
筋
に
あ
る
）
の
記

載
に
対
し
て
、
大
槻
玄
沢
が
「
筋
」
と
は
神
経
で
あ
る
こ
と
を
は

っ
き
り
指
摘
し
た
。
「
脳
之
皮
分
内
外
層
内
柔
而
外
堅
」
に
対
し

て
、
大
槻
玄
沢
が
王
宏
翰
の
見
解
（
脳
の
髄
が
一
層
の
皮
で
包
ま
れ

た
）
を
引
用
し
て
、
こ
れ
を
厚
と
薄
の
二
枚
の
脳
膜
と
指
摘
し
た
。

③
訂
正
『
主
制
群
徴
』
の
誤
っ
た
と
こ
ろ
を
大
槻
玄
沢
が
率

直
に
修
正
し
た
。
原
文
の
「
筋
自
脳
出
者
六
偶
」
に
対
し
て
、
大

槻
玄
沢
が
「
六
」
は
「
十
」
の
誤
り
で
、
正
し
い
の
は
「
十
対
」

と
修
正
し
た
。
王
宏
翰
の
『
医
学
原
始
」
は
大
槻
玄
沢
に
引
用
さ

れ
る
数
が
一
番
多
い
中
国
医
書
で
あ
る
が
、
大
槻
玄
沢
が
「
物
理

小
識
』
の
正
し
い
論
述
で
、
王
宏
翰
の
誤
り
を
修
正
し
た
こ
と
も

あ
る
。
「
脊
髄
」
を
説
明
す
る
と
き
、
方
以
智
の
「
従
臂
髄
出
筋
三

十
偶
」
の
記
載
に
対
し
て
、
「
蓋
伝
西
説
。
而
所
録
也
」
と
判
断
し

た
が
、
王
宏
翰
の
「
髄
之
後
。
生
脊
骨
之
髄
於
背
。
又
於
脊
骨
。

生
二
十
四
双
之
筋
」
の
論
述
に
対
し
て
、
大
槻
玄
沢
が
こ
れ
は
間

違
っ
た
も
の
で
、
方
以
智
の
見
解
は
正
し
い
と
明
言
し
た
。

違
っ
た
も
の
で
、

三
、
考
察

方
以
智
の
『
物『
物
理
小
識
』
は
王
宏
翰
の
『
医
学
原
始
』
と
並
び
、

大
槻
玄
沢
に
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
中
国
書
籍
で
あ
る
。
「
物

理
小
識
」
に
見
た
西
洋
医
学
の
知
識
が
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
は
中
世
の

知
識
で
あ
る
が
、
中
国
に
と
っ
て
未
知
の
も
の
で
あ
っ
た
。
方
以

智
の
「
是
霊
素
所
未
発
。
故
存
以
備
引
触
」
（
こ
れ
ら
の
洋
学
知
識
は

従
来
の
中
国
医
学
『
素
問
」
、
「
霊
枢
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

抄
録
し
て
参
考
と
す
る
）
の
認
識
は
、
中
国
初
期
の
中
西
彙
通
思
想

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
槻
玄
沢
が
『
重
訂
解
体
新
書
」
を
翻
訳
す
る
と
き
、
中
国
の

医
学
書
だ
け
で
は
な
く
、
『
物
理
小
識
」
の
よ
う
な
非
医
学
害
を
も

重
視
し
、
引
用
し
た
。
引
用
又
は
原
文
引
用
、
注
釈
、
訂
正
の
三

種
の
方
式
が
認
め
ら
れ
た
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）


